
日時：6月21日（木）14時40分～16時10分
会場：奈良女子大学理学部A棟2階・A201講義室
講師：藤村 雅代 先生（防衛大学校）

題名：実験数学のすすめ
概要：数学を研究する上で、予想を立ててそれを証明することは必要不可欠な作業です。ここでは、「予想を立てる」部分について、数式処理システムを使った実験(数値実験ではなく、数式の変形)を応用することを考えます。例題に使うのは、複素力学系に関する次の問題です。

       １: マンデルブロー集合の泡 (終結式)

       ２: 3次多項式のパラメータ空間 (グレブナ基底)

       ３: 除外集合の存在 (グレブナ基底、方程式に解がない場合)

また、その予想を元に実際にはどのような定理の証明につながったのかも説明します。 

　　　　　　　　　　　　　

　なお、講演は、「女性先端科学者セミナーII」の受講生すべて(数学、物理、情報)を対象として行われます。
◆問い合わせ先　理学部数学科　小磯深幸（内線3363）

　　　　　　　koiso＠cc.nara-wu.ac.jp
魅力ある大学院教育　イニシアティブ　


「先端科学技術の芽を生み出す女性研究者育成」　


（博士前期課程・キャリア形成科目）





女性先端科学者セミナーII














